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日東精工テクニカルレポート
日東精工開発研究所では、毎年「Nitto Technical Report（日東テクニカル
レポート）」を発行しており、2017年夏発行号で77号となりました。テクニカル
レポートで報告しているのは、いわば次代へのシーズ（種）です。スペースの
関係でここでは詳細に解説することはできませんが、研究テーマ（タイトル）と
その概要をご紹介します。

1「焼入れ検査装置の開発」
～自動車分野を中心に品質保証を高めていきます～

　当社では、2015年から自動車向けに高周波焼入
れ処理「コアフレックス ― I 」や「カタックス ―
CI」を施したボルトの製造販売を開始。加工工
程の削減や環境負荷の軽減に貢献しています。こ
の高周波焼入れボルトの検査においては、ボルト
を切断して内部の硬度を測定することによって、
良品・不良品をロット単位でチェックしています
が、今回、非破壊で全数検査を実現する焼入れ検
査装置を開発しました。高周波焼入れボルトの品
質保証面での信頼性をより一層高めます。
◦担当：開発研究所　臼井久修、四方達也／
　産機事業部　井藤大輔

2 船舶用流量計測システム開発の
    取組みについて

　造船、海運業界においてもI oTやビッグデータ
を活用した運行管理システムの高度化が加速して
います。なかでも燃料消費量を把握する計器であ
る流量計を基軸とした流量計測システムは、省エ
ネ運航や環境対応に取り組む上で重要なファクタ
ーとなります。当社では、流量計測機器や商用大
型貨物車の運行・燃費管理システム等で培ってき
た豊富なノウハウと実績を活かし、船舶用に最適

化した「燃費管理総合システム」、「バンカー計測
システム」、「船舶用出力システム」の開発に取り
組み、多様化する船舶・海運市場でのニーズに対
応しています。
◦担当：制御システム事業部　矢倉裕士

3  バリ取り装置の開発

　当社では、これまで自動ねじ締め機や自動組立
機を数多く販売してきました。これらの設備は、
完成した部品の組付けやねじ締結を自動で行うも
のがほとんどでしたが、今回、完成する前の部品
に関わる自動機に着目し、アルミダイカスト部品
のバリ取りを自動化する設備の開発に取り組みま
した。開発したバリ取り装置は、当社のロボット
技術を採用することにより、これまで人手あるい
は多関節ロボットの利用によって行われてきたア
ルミダイカスト部品のバリ取り作業における操作
性向上を図っています。アルミダイカスト部品市
場の8～9 割を占める自動車分野での需要拡大を
目指します。
◦担当：産機事業部　安積慶一、坂根圭 

※なお、このテクニカルレポート77号では舞鶴工業高等
専門学校の生水雅之教授に「超音波疲労試験を用いた
ステンレス鋼SUS430 薄板の曲げ疲労試験」、綾部市
資料館の三好博喜館長に「峠と古道と文化」をそれぞ
れご寄稿いただいています。
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グローバル展開、一気に加速!!
～韓国、インドネシア、アメリカに新たな拡販基盤を設置へ～

当社は海外に多くの連結子会社と拠点を設けグローバルにモノづくりを展
開しています。海外展開をよりいっそう強化するため、9月1日に韓国支店を
設置しました。また12月にはインドネシアの現地法人ではジャワ州ブカシ県
で第二工場が稼働予定。さらにアメリカに10社目となる連結子会社「Nitto 
Seiko America Corporation」を設置し、11月より事業を開始します。さ
らにお客様の近くでより高度なサービスを提供してまいります。

9月1日、アジア6か国目となる
「韓国支店」を開設しました

　韓国の工業集積エリアである仁川市に新たな
拠点を設けました。工業用ファスナー（セルフ
タッピンねじ）や建築用ボルトを中心に自動車
ならびに家電・情報通信ユーザーへの拡販を目
指すものです。また同支店には輸出入機能をも
たせ、韓国製品（たとえば韓国メーカーの切削
品、小ねじ、ステンレスねじ、脱落防止ナット
など）の日本国内への販売を通して、総合ファ
スニング企業としてのシナジー効果を発揮させ、
グループ全体の売上増強を図っていくものです。

アメリカの2支店を現地法人化。
サービス向上・事業領域の
拡大を図ります

　アメリカ合衆国における2支店（ミシガンな
らびにテネシー支店）を現地法人に切り替え

「Nitto Seiko America Corporation」を発足さ
せることになりました。同国では主力産業であ
る自動車分野で、主に自動ねじ締め機のシステ
ムで堅調に業績を伸ばしていますが、ファスニ
ング総合企業として、グループの総合力をより
生かし事業領域の拡大を図り、多様なニーズに
迅速に対応し、お客様満足度向上を図るもので
す。

インドネシア、ジャカルタ郊外にて
第二工場が稼働します。

　インドネシアにおける当社連結子会社PT.
NITTO ALAM INDONESIA（NAI社）は1985
年設立以来31年、日東精工グループの海外工場
として2番目に長い歴史を有し、近年安定した
経済成長を遂げる同国で堅調に業績を伸ばして
います。今般、お客様満足度のさらなる向上を
目指し、PT. ISOGAI INDONESIA社からね
じ製造および販売事業の一部を譲り受けること
になりました。本件の実施で、NAI社は、自動
車産業をはじめとする日系製造業が多く進出す
るジャカルタ郊外ブカシ県に、ねじ製造工場を
早期に保有できることとなり、製品供給力の拡
大ならびに営業基盤の拡大が図れます。
　第 二工場（ブカシ工場）は2017年12月から
稼働開始予定で、同工場は自動車業界を中心に
した特殊冷間圧造部品、ならびに太物ボルト・
ねじ工場と位置づけ、製品供給体制を整えてい
きます。
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NITTO’s TOPICS

新型プロセスコントローラ
「ＢＣ100」を新発売

「トップの言魂」インタビュー、
当社材木社長がテレビ出演しました

　当社では2002年にプロセスコントローラ「NX 
100」を発売以来、食品工場や化学工場などの液体
流量計量の現場において、多品種定量バッチ作業の
効率化で高い評価を得ています。この度、新機能を
加えた「プロセスコントローラBC100」を開発し、
9月1日に新発売しました。①1台で32ラインのバッ
チコントロールが可能　②カードリーダーによる作
業指示が可能　③内蔵プリンタによる結果印刷　④
ＰＣでの混合比設定や実績の管理が可能　⑤内圧防

爆仕様に対応　⑥高精度な定量充
填・混合作業を実現　⑦視認性の
高い液晶ディスプレイを採用。以
上7つの特長で、多品種充填作業
や混合出荷作業の効率化、バッチ
作業の信頼性向上および実績の収
集記録管理が容易に行えます。

　大阪、兵庫、京都市内の350万世帯を対象にした
テレビ番組「トップの言魂（ことだま）」（J:COM
チャンネル 11チャンネル）で、当社代表取締役社
長材木正己がインタビューを受けました。通常は1
回のところ、内容が充実しているとの制作局のご判
断で、前編後編と2回に分けて、7月29日（土）、8月
5日（土）21：55～22：00 から放映されました。放映
内容などはYouTubeにもアップされ、当社ホーム
ぺージからもご覧いただくことができます。
 https://www.nittoseiko.co.jp/ir/interview.html

綾部の街、水無月祭りの
地域のイベントに貢献しました

当社協力会社は
「知恵で勝負するねじ工場」

　7月22日に綾部市内で「水無月祭り」が開催され
ました。万灯篭流し、花火大会、そして綾部良さ来
いなどが行われる夏の大きなお祭りで、財政面など
を理由に花火大会継続が困難になっている地域が多
いなかで、綾部では由良川べりで間近に大きな花火
を楽しむことができます。『人生の「ねじ」を巻く
77の教え』でも紹介していますが、当社ではボラン
ティア活動を人財評価の一部に組み、当社社員が地
域貢献することをサポー
トしています。この水無
月祭りにも社員の多くが
運営員として参加するほ
か、「よさこい」には日
東精工チームも参加し、
お祭りの盛り上げに協力
いたしました。

　当社の協力会社、株式
会社波多野製作所が、綾
部市では初となる京都府
の「知恵の経営」企業認
証を受けたことを、以前
このニュースレターで紹
介しました（2016年12月号）。この知恵の経営報告
書が、トヨタ式改善を推進している株式会社ペック
協会の山田会長の目に留まり、今般、そこからの推
薦で、日刊工業新聞社発行の雑誌『月刊工場管理』

（2017年 8月号）に掲載されました。同社の波多野
社長は、お客様が安心できる４Ｍ変動先として会社
を印象付けるには①不良のない安心できる品質②急
なオーダーにも対応できる納期対応力③適正な価格
④社会的に信頼される会社としています。

「あやべ良さ来い」の特徴は、350年の
歴史をもつ ｢綾部踊り｣ の踊りに音楽
を取り入れあやべ流にアレンジした

「よさこい（あやべ良さ来い）。参加者
は3万を超え綾部市の人口とほぼ同じ ※4Mとは、人（man） 機械（machine）方法（method）材料（material）のこと
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新 ・ 人 生 の ね じ を 巻 く 教 え ㉝

発行：日東精工株式会社経営企画室 ☎0773-42-3739  http://www.nittoseiko.co.jp/
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ね じ の あ る 街・ あ や べ の 魅 力
コラム

　前々号でねじ花を紹介しましたが、自
然界には「ねじ」がたくさん存在します。
下の写真はねじの形をしたネコザメの卵
です（当社人財教育本『ザ・プロフェッ
ショナルへの道』で紹介）。
　卵型といわれれば鶏やウズラ、アヒル
の卵の形をイメージしますし、魚の卵と
いえばタラコや鯛の子のように小さな無
数の粒々を思い浮かべますが、こんな卵
もあるから自然界は奥深いですね。
　チョウザメは数万個の卵を産みそれが
キャビアとして珍重されますが、ネコザ
メは1度に2個しか産
まない。この形にな
っていることで、流
されないで岩陰に固
定され天敵に見つか
らないようになって
いるそうです。

ネコザメはねじを産む？

このコラムは当社日東精工の
人財教育に約40年携わってい
ただいた経営コンサルタント
蒲田春樹氏が監修した言葉や
教えを経営企画室で再編集し
て紹介するものです。なお、
当社人財教育を一般向けにま
とめた『人生の「ねじ」を巻く
77の教え』（ポプラ社）も版を
重ね、国内だけでなく海外版
も発行されています
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